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生理活性ペプチドは幅広い生理現象に深く関わっているため、その研究は科学的な 
重要性とともに副作用が少なく新たな薬効を持った医薬品の開発につながることが 
期待されています。すなわち新しい生理活性ペプチドを発見することは新たな生理機 
能の解明のみならず新薬の開発へとつながる可能性を秘めています。そのため、世 
界中の大学、研究所、製薬企業において新規生理活性ペプチドの探索が行われてい 
ますが、近年、新たな発見の報告は減少しています。私はこの状況を打破するため、 
モデル生物として有用なショウジョウバエにおいて新規生理活性ペプチドをまず発見 
し、その情報を利用してホ乳類での探索に応用したいと考えました。未だ、ホ乳類での 
発見には至っていませんが、ショウジョウバエにおいて興味深い新規生理活性ペプチ 
ドを５つ発見しましたので、その概略と今後の展望についてお話しさせていただきたい 
と思います。が、現在暗中模索状態ですので、皆様からのアドバイスが頂ければ大変 
ありがたいです。 	
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